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３月議会　 主主 なな 内内 容容

平

成
22年5月1日

１３６

池田サクラまつり

池田ききょう太鼓
開通直前の梅谷片山トンネル

池田中吹奏楽部

演奏に聞き入る見学者
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百万円以下は四捨五入

百万円以下は四捨五入

総額
102.6億円 一般会計

65.2億円
国民健康
保険

20.5億円

老人保健
0.01億円

南北簡易水道
1.5億円

後期高齢者医療
1.9億円

農業集落排水
3.7億円

公共下水
7.1億円 温泉

2.7億円

一般
会
計　

65.2億円

特別
会

計　

37.4
億
円

総額
108.1億円

一般
会
計　
70.5億円

特別

会
計 

37.6
億
円

一般会計
70.5億円

国民健康保険
20.8億円

南北簡易水道
1.4億円

後期高齢者医療
1.9億円

農業集落排水
3.6億円

温泉
2.8億円

公共下水
7.1億円

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１第１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 3月8日

▼

3月２９日

総額　108億1千万円（前年当初比５％増）
百万円以下は四捨五入　

一般会計　７０億５千万円（前年当初比８％増）
特別会計　３７億６千万円（　　〝　 ほぼ増減なし）

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内今定例会の内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容
◎　町長の２２年度施政方針発表
◎　２１年度補正予算　審議・可決
◎　２２年度予算　審議・可決
◎　条例の制定　１件　可決
◎　条例の改正　７件　可決
◎　池田町第５次総合計画　承認
◎　町道の路線廃止１件、認定６件　可決
◎　工事請負契約の変更　１件　承認
◎　国に要望する意見書を採択　1件
　　（障害者自立支援法に関する意見書）

専決処分の報告を審議・承認
◇　定額給付金の確定　
◇　ふれ愛の家駐車場用地の取得
◇　道の駅の町負担金について
◇　耐震工事、請負契約の変更

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年平成 ２２ 年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決予算可決

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議第１回臨時議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９２月１９日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

池田町土地開発公社
22年度主な事業
北部工業団地への企業誘致　
公用地取得　面積　約３万９千㎡
　　　　　　価格　約４億３千万円
同用地造成　面積　約４万３千㎡
　　　　　　価格　約２億６千万円

平成２２年度当初予算

平成２１年度当初予算
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池田町議員定数１２人が１０人池田町議員定数１２人が１０人にに
（次の一般選挙から）　　　

質　　疑 
・いっきに２人削減する根拠は？
・議会改革特別委員会を作り議会基本条例も
残り任期２年で取り組むべきではないか。
・経費を減らすためなら報酬削減は？
・減数によって町民の意見を町政に反映する
パイプを細くする。
・１８人から１２人まで減って現実に審議時間は
減っている。
・議会のチェック機能は維持できるのか。

応　　答 
・経費の削減と他町の状況も考えて住民から
信頼される議会にするため、住民参加の機
会を作ったり、テレビの議会中継も含め検
討したい。
・まだ昨年報酬審議会に結論を出してもらっ
たばかりだ。報酬削減を今はやれない。
・町民に関心を持ってもらえるよう、もっと
情報公開し、個々の議員の責任が大きくな
るからがんばらねば。
反対討論 
・新人の登竜門が狭くなる。
・町民の声が届きにくくなる。

・２６人が法定の上限だが、すでに半数以下の
12人になっている。

賛成討論 
・議員が少なくなれば地元だけでなく町全体
を考えなければならなくなる。
・議会改革（すべての会議を公開に。議員間
の討論を基本に。全議員の議会報告を。
…）をしたら10人でよい。
採　　決 

賛成１０　反対２で可決

◎議　　長 牧村　　隆
○副 議 長 遠藤　和雄
煙監査委員 竹中　芳弘
煙総務建設産業委員長 坂口　　博
煙民生文教委員長 土川　　博
煙議会運営委員長 岩谷　真海
煙広報編集委員長 森嶋　和明

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会人人人人人人人人人人２２年度議会人事事事事事事事事事事事

　

町
民
の
皆
様
、
ご
健

勝
に
お
過
ご
し
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
の
世
界
同
時

不
況
か
ら
脱
出
が
容
易

で
は
な
く
、
デ
フ
レ
が

進
行
し
厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
で
の
政
権
交
代
、

地
方
分
権
が
一
層
推
進

さ
れ
る
重
要
な
時
期
に

私
た
ち
議
長
・
副
議
長

の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
光
栄
の

至
り
で
あ
り
、
身
の
引

き
し
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。

　

本
年
度
は
池
田
町
第

五
次
総
合
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
す
。

　

政
府
方
針
で
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」

の
基
本
理
念
に
て
安
定

的
な
財
源
確
保
が
厳
し

い
中
。
町
に
お
い
て
も

扶
助
費
、
補
助
費
等
の

民
生
費
用
が
増
大
し
、

限
ら
れ
た
予
算
で
重
要

施
策
を
進
め
て
、
活
き

活
き
と
し
た
夢
の
あ
る

町
づ
く
り
に
町
・
議
会

一
体
と
な
り
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
か
温

か
い
御
理
解
、
御
指
導

を
お
願
い
し
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

 
監
査
委
員
の
選
任
同
意 

平
成　

年
度　

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

２２

副議長　遠藤和雄 議長　牧村　隆

監査委員　竹中芳弘
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中
心
施
設
の
物
産
セ
ン
タ
ー
は

農
協
さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
う
予
定

だ
が
、
海
津
・
揖
斐
・
本
巣
の
道

の
駅
は
ど
こ
も
野
菜
を
農
協
か
ら

仕
入
れ
て
い
な
い
。
農
協
の
即
売

所
は
か
な
り
評
判
が
い
い
が
、
町

内
二
店
目
と

な
る
「
道
の

駅
」
ま
で
手

が
ま
わ
る
の

か
。
ま
ん
い

ち
難
し
そ
う

な
ら
、
経
営

者
を
公
募
し

て
町
独
自
の

や
り
方
を
考

え
ら
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

正
式
に
農

協
さ
ん
に
ま

だ
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、

前
向
き
に
検

討
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

私
は
受
け
て

も
ら
え
る
と

思
っ
て
い
る
。

道
の
駅
か
ら
何
を
発
信
さ
れ
る
の

か
。

 
町　

長 

　

温
泉
と
い
う
核
が
あ
る
の
で
足

湯
も
作
る
。
道
の
駅
と
し
て
は
、

農
業
振
興
。
町
内
産
の
野
菜
な
ど

販
売
で
き
る
所
を
確
保
す
る
と
い

う
事
。

窪田弘子 議員

八幡小学校の改築は、
設計コンペでデザイン競争を

道
の
駅
の
メ
イ
ン
は
物
産
セ
ン
タ
ー

　

新
し
い
時
代
の
息
吹
が
感
じ
ら

れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
、
設
計
の

「
競
争
」を
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
。

し
っ
か
り
し
た
設
計
業
者
を
選
び
、

町
・
地
元
住
民
と
練
り
上
げ
た
ら
、

八
幡
小
ら
し
い
も
の
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

 
町　

長 

　

過
去
に
役
場
・
総
合
体
育
館
・

図
書
館
な
ど
設
計
コ
ン
ペ
を
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
す
ば
ら
し
く
な
る
が
、

事
業
費
が
ふ
く
ら
ん
だ
り
、
時
間

が
か
か
る
。

　

温
知
小
の
改
築
の
時
、
地
元
検

討
委
員
以
外
、
設
計
プ
ロ
セ
ス
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
校
区
外

の
人
も
検
討
委
員
会
に
入
れ
た
ら

ど
う
か
。　

億
の
公
共
工
事
だ
。

１０

も
っ
と
情
報
公
開
を
。

 
町　

長 

　

検
討
委
員
会
で
は
、
学
校
視
察

を
さ
れ
、
現
在
の
敷
地
の
中
で
建

て
る
と
い
う
事
が
決
ま
っ
た
段
階

で
あ
る
。
仮
設
校
舎
を
建
て
な
い

で
や
り
た
い
。
地
元
と
よ
く
協
議

し
、
情
報
は
そ
の
都
度
出
し
て
い

く
。

　

将
来
の
入
札
改
革
を
見
据
え
て
、

温
知
小
の
落
札
率
は
？

 
町　

長 

　

池
田
町
は
予
定
価
格
を
公
表
し

て
い
な
い
の
で
落
札
率
は
な
い
。

　

先
日
開
か
れ
た
中
学
生
の
ジ
ュ

ニ
ア
議
会
で
、
町
を
あ
げ
て
あ
い

さ
つ
運
動
を
し
た
ら
ど
う
か
と
提

案
が
あ
っ
た
が
、
私
も
同
感
だ
。

地
域
の
連
携
を
深
め
、
い
ざ
と
い

う
時
支
え
合
う
、
つ
な
が
り
を
作

る
た
め
に
も
、
あ
い
さ
つ
は
大
切

だ
か
ら
。
町
も
取
り
組
ん
だ
ら
ど

う
か
。

 
町　

長 

　

そ
の
よ
う
な
運
動
が
展
開
で
き

る
よ
う
機
会
が
あ
る
ご
と
に
話
を

し
て
い
く
。

 
あ
い
さ
つ
運
動
は

　
 
子
供
だ
け
で
な
く
大
人
も
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を
使
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
さ
ん

な
ど
と
の
協
働
で
進
め
、
費
用
は

最
小
限
に
し
て
い
る
。

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
限
ら
ず
、

家
庭
内
暴
力
や
児
童
虐
待
、
高
齢

者
虐
待
、
兄
弟
間
暴
力
な
ど
の
問

題
も
大
き
く
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。
町
の
対
策
は
？

 
町　

長 

　

児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
毎

年
数
件
で
あ
る
が
、
早
期
発
見
、

早
期
対
策
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

そ
の
数
は
氷
山
の
一
角
と
認
識
し

て
い
る
が
、
家
庭
的
な
問
題
に
は

慎
重
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
要
望
】

　

池
田
町
独
自
の
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本

計
画
の
早
期
策
定
と
そ
の
啓
蒙
活

動
を
期
待
す
る
。

　

当
町
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
被
害
の
実

態
認
識
は
？
ま
た
改
正
Ｄ
Ｖ
防
止

法
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
責

務
を
ど
う
考
え
る
か
？

 
町　

長 

　

実
態
は
掴
み
に
く
い
が
潜
在
的

に
Ｄ
Ｖ
被
害
は
存
在
し
て
い
る
。

相
談
件
数
は　

年
度
か
ら　

年
度

１９

２１

ま
で
で
７
件
あ
る
。
県
と
連
携
し

て
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　

当
町
の
Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
の
内
容

と
そ
の
費
用
は
？

 
町　

長 

　

子
育
て
支
援
室
を
相
談
窓
口
に

し
て
、
県
の
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
一
時
保
護
や

支
援
活
動
の
対
策
は
整
え
て
あ
る
。

県
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー

〜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
実
践
を
〜

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

〜STOP! ザ・暴力　安心安全の町づくり！〜

DV（ドメスティックバイオレンス）
　の防止と対策について

　

小
中
学
校
の
総
合
学
習
や
道
徳

学
習
と
し
て
進
め
て
い
る
「
心
の

教
育
」・「
真
の
人
間
と
し
て
の
生

き
る
力
」
が
未
だ
不
足
し
が
ち
で

あ
る
と
思
う
が
。

 
町　

長 

　

携
帯
電
話
の
ル
ー
ル
を
中
学
生

主
体
で
作
っ
た
り
、
他
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

さ
ら
に
心
の
成
長
教
育
に
力
を
入

れ
る
。

　

生
き
る
力
の
教
育
に
効
果
が
あ

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
へ
の
取

り
組
み
を
池
田
町
で
も
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
。
平
成　

年
度
に
は
、

１９

町
内
の
教
育
関
係
者
が
研
修
や
セ

ミ
ナ
ー
等
に
参
加
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
実
際
に
教
育
現
場
で
は
ど

の
よ
う
な
運
用
が
な
さ
れ
た
か
。

 
町　

長 

　

素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
出
来
る
限
り
実
践
し
て
い
る

が
、
時
間
数
を
如
何
に
さ
く
か
が

問
題
で
あ
る
。
今
後
も
先
生
方
に

は
研
修
を
積
ん
で
も
ら
い
、
様
々

な
分
野
で
活
か
し
て
頂
き
た
い
。

 
教
育
長 

　

英
語
学
習
へ
の
取
り
組
み
も
あ

り
、
時
間
数
の
制
限
は
あ
る
が
、

是
非
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
要
望
】

　

池
田
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
「
心
の
ケ
ア
」
と
「
生
き
る

力
」
を
重
視
す
る
教
育
方
針
で
、

青
少
年
福
祉
行
政
の
実
践
を
し
て

頂
き
た
い
。

ライオンズクエストとは、ライオンズ
クラブの教育プログラム。９つの価値
観で構成される。

パンフレットの詳細は
（http://www.gender.go.jp/）

牧村範康 議員
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日
本
の
中
期
目
標
は
２
０
２
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
１
９

９
０
年
比
で　

％
削
減
す
る
事
を

２５

世
界
に
表
明
し
た
。
早
け
れ
ば
２

０
１
１
年
か
ら
国
内
で
排
出
量
取

引
制
度
が
始
ま
る
。
町
の
ご
み
排

出
対
策
と
減
量
化
に
行
政
か
ら
具

体
的
に
提
起
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
思
う
が
。

 
町　

長 

　

池
田
山
を
含
め
自
然
豊
か
な
町

を
維
持
し
、
住
ん
で
も
ら
う
事
が

必
要
だ
。
１
軒
当
た
り
１
ト
ン
近

く
ご
み
が
出
て
い
る
が
、
さ
ら
に

分
別
を
地
道
に
指
導
す
る
。
又
新

年
度
予
算
で
、
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
を
明
確
化
し
て
ご
み
の

減
量
化
を
P
R
し
一
層
進
め
る
。

　

太
陽
光
発
電
を
温
知
小
学
校
に

設
置
、
新
年
度
に
は
庁
舎
内
を
L

竹中芳弘 議員

E
D
に
切
り
替
え
て
い
く
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
事
業

計
画
が
示
さ
れ
た
町
内
２
か
所
目

の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設

は
、
町
南
部
の
平
坦
地
が
望
ま
し

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
土
日
に
は
３
０
０
人
近
く
来
ら

れ
て
混
雑
し
て
い
る
。
１
か
所
で

は
足
ら
な
い
。
第
５
次
総
合
計
画

で
認
め
ら
れ
た
の
で
平
成　

年
度

２６

の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。
土
地

は
約
３
０
０
０ 
㎡
必
要
で
は
な
い

か
と
思
う
。
池
野
か
ら
八
幡
あ
た

り
、
町
の
中
心
か
ら
南
の
あ
た
り

の
地
理
的
条
件
の
あ
っ
た
所
を
考

え
て
い
る
。

　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～

ぎ
ふ
長
良
川
大
会
が
６
月　

日
～

１２

　

日
岐
阜
県
に
両
陛
下
を
お
迎
え

１３

地球環境の保全
池田町の低炭素化対策は

ハリヨ池・中川の泥土除去

し
て
、
行
事
が
行
わ
れ
る
が
、
池

田
町
の
行
事
は
ど
の
様
な
も
の
に

な
る
の
か
。

 
町　

長 

　

池
田
町
で
は　

日
に
サ
テ
ラ
イ

１２

ト
池
田
会
場
と
し
て
県
に
申
請
し
、

水
を
守
る
取
り
組
み
と
し
て
杭
瀬

川
の
河
川
美
化
・
清
掃
、
又
八
幡

小
学
校
児
童
の
魚
の
放
流
、
午
後

か
ら
は
、
中
央
公
民
館
で
水
環
境

保
護
に
関
す
る
講
演
会
、
ハ
リ
ヨ

の
生
態
展
示
、
環
境
学
習
の
発
表

会
、
又
東
川
の
ホ
タ
ル
祭
り
も
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
に
位
置
付
け
て
行
い

豊
か
な
海
も
上
流
の
森
・
川
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
P
R
し
行
事
を

行
う
。

　

池
田
町
の
山
林
や
河
川
に
は
有

害
動
物
が
近
年
急
増
し
て
い
る
。

捕
獲
と
保
護

に
つ
い
て
生

物
環
境
を
ど

の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

 
町　

長 

　

対
策
と
し

て
基
本
が
国

か
ら
示
さ
れ

て
い
る
の
で

計
画
書
を
作

り
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
か
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

河
川
に
生
息
し
て
畑
の
野
菜
を

喰
い
荒
す
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
捕
獲
を

例
に
動
物
の
死
が
子
供
た
ち
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
学
校
で
ど
の

様
に
教
育
し
て
い
る
か
。

 
教
育
長 

　

小
学
校
で
道
徳
の
時
間
が
あ
り
、

生
命
の
尊
重
と
い
う
徳
目
が
あ
る
。

道
徳
的
な
実
践
力
を
高
め
る
様
指

導
し
て
い
る
。

 
生
き
も
の
に
接
す
る

　
　
　
　
 
心
に
つ
い
て

　

─
─
死
は
子
供
の
心
に

　
　
　
　

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が西濃環境保全センター
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に
要
望
す
る
な
か
、
段
階
的
に
砂

防
堰
堤
や
保
安
林
関
係
の
堰
堤
を

造
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
平
成　
１９

年
度
に
地
域
防
災
対
策
総
合
治
山

事
業
計
画
を
立
て
て
お
り
、
平
成

　

年
度
萩
ヶ
谷
地
区
、
平
成　

・

２０

２１

　

年
度
願
成
寺
地
区
、
平
成　

年

２２

２２

度
要
望
と
し
て
は
、
宮
地
地
区
で
、

　

年
度
で
舟
子
・
願
成
寺
地
区
で

２３治
山
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

　

池
田
山
に
は
数
々
の
作
業
道
や

林
道
が
走
っ
て
い
る
が
、
大
雨
が

降
る
と
川
の
よ
う
に
な
り
、
被
害

を
大
き
く
し
て
い
る
。
ま
た
過
去

の
大
雨
に
よ
り
崩
壊
し
て
い
る
箇

所
の
今
後
の
対
策
は
。

 
町　

長 

　

現
状
は
把
握
し
て
い
る
が
、
作

業
道
は
、
林
業
関
係
を
目
的
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
恒

久
的
な
構
造
物
は
造
れ
な
い
が
、

林
道
と
と
も
に
、
こ
れ
以
上
被
害

が
拡
大
し
な
い
よ
う
な
対
策
を
と

り
、
災
害
の
起
き
な
い
よ
う
な
工

法
も
検
討
し
、
効
率
的
な
整
備
を

し
て
い
き
た
い
。

　

大
雨
が
降
る
と
瞬
く
間
に
河
川

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
し
ま
う

こ
と
へ
の
対
策
は
。

 
町　

長 

　

過
去
に
色
々
と
検
討
し
た
が
、

費
用
や
水
利
権
の
問
題
も
あ
り
非

常
に
難
し
い
問
題
だ
。
東
川
や
杭

瀬
川
の
合
流
点
に
お
い
て
土
砂
浚

渫
等
を
含
め
水
の
流
れ
を
速
く
す

る
こ
と
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

山麓一帯の治山治水対策は

土川　博 議員

　

山
麓
地
帯
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
土
砂
流
出
の
頻
度
が
増
し
、

そ
の
度
に
被
害
を
被
っ
て
い
る
。

更
に
山
麓
は
大
小
の
谷
を
抱
え
て

い
る
の
で
、
一
度
大
雨
が
降
れ
ば

一
気
に
杭
瀬
川
に
土
砂
と
共
に
流

れ
込
み
、
そ
の
被
害
は
増
大
す
る
。

山
麓
地
帯
か
ら
上
部
の
対
策
を
と

れ
ば
、
下
流
域
で
の
水
害
が
防
げ

る
と
思
う
が
。

 
町　

長 

　

一
昨
年
の
災
害
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
ま
で
の
三
年
間
で
、

２２

総
額　

億
円
あ
ま
り
の
工
事
費
で

１２

災
害
復
旧
し
て
い
る
。
他
の
被
災

箇
所
も
把
握
し
て
い
る
の
で
、
国

取
り
組
ん
で
い
る
。
早
急
に
根
本

的
な
対
策
が
と
れ
る
よ
う
、
県
や

国
へ
今
後
と
も
要
望
し
て
い
く
。

　

治
山
治
水
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
活
性
化
や
観
光
面
を
考
慮
し
た

考
え
は
あ
る
か
。

 
町　

長 

　

ふ
れ
あ
い
街
道
沿
い
に
は
、
池

田
温
泉
、
公
園
、
極
小
美
術
館
、

お
茶
、
梅
等
、
観
光
資
源
は
十
分

に
あ
る
の
で
、
山
麓
一

帯
を
総
合
的
に
関
連
づ

け
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
よ
り
、
大
き
な

宣
伝
効
果
と
な
る
の
で
、

今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

ゲリラ雨による山麓地帯での土砂流出

萩ヶ谷での治山谷止工

天神山林道の被災状況

大勢の花見客で賑わう大津谷公園
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い
た
い
が
、
ど
の
様
に
お
考
え
で

す
か
。

 
町　

長 

　

防
護
柵
等
へ
の
補
助
事
業
、
広

葉
樹
の
植
栽
活
動
も
補
助
事
業
の

一
環
で
あ
る
が
、
鳥
獣
被
害
特
措

法
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

村
が
被
害
防
止
計
画
の
策
定
を
進

め
、
今
年
度
４
月
か
ら
防
止
対
策

の
計
画
を
作
り
地
域
の
方
々
の
意

見
等
を
参
考
に
総
合
的
に
判
断
し
、

対
処
し
た
い
。

　

農
作
物
の
被
害
が
中
山
間
地
域

を
中
心
に
毎
年
２
０
０
億
円
と
言

わ
れ
て
い
る
。
池
田
町
も
例
外
で

は
な
い
。

　

山
手
で
農
作
業
に
携
わ
っ
て
み

え
る
方
々
、
過
去
に
は
何
回
と
な

く
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
。

　

昭
和　

年
代
に
入
っ
て
、
森
林

３０

開
発
が
進
み
、
そ
れ
ま
で
家
庭
燃

料
と
し
て
い
た
柴
や
薪
、
炭
焼
き

等
農
閑
期
を
利
用
し
て
山
林
か
ら

の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
が
、
開
発

が
一
気
に
進
ん
だ
。

　

林
道
か
ら
自
動
車
道
へ
と
、
時

間
の
余
裕
と
生
活
様
式
の
変
化
で

気
軽
に
山
へ
踏
み
入
る
こ
と
が
容

易
に
な
っ
た
。

　

今
に
な
っ
て
思
え
ば
私
た
ち
人

間
が
獣
の
住
処
を
無
く
し
た
ツ
ケ

が
廻
っ
て
き
た
と
思
う
。

　

一
度
田
畑
の
食
べ
物
の
味
を
覚

え
た
獣
た
ち
は
い
つ
も
喰
い
荒
ら

し
に
や
っ
て
来
る
。

　

農
家
は
個
々
に
侵
入
防
止
柵
を

施
し
て
頑
張
っ
て
み
え
る
。

　

そ
こ
で
、
山
麓
を
境
に
北
の
舟

子
地
区
か
ら
南
の
片
山
・
市
橋
ま

で
の
内
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し

て
柵
の
設
置
等
を
検
討
し
て
も
ら

坂口　博 議員

鳥獣被害防止特措法に基づき
野生鳥獣の被害対策を

　

平
成　

年
２
月　

日
、　

日

22

25

26

の
２
日
間
、
東
京
シ
ェ
ー
ン

バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
「
第　

回
町
村
議
会

７１

広
報
研
修
会
」
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
結
し
た
約
2
4

0
人
の
広
報
編
集
委
員
、
議
会

事
務
局
職
員
で
会
場
は
埋
め
尽

電気柵

く
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、

①
読
み
や
す
い
表
記
を

②
世
論
に
響
く
情
報
発
信
の

あ
り
方
に
つ
い
て

③
広
報
・
公
聴
活
動
を
す
る

際
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
に
つ
い
て
、

　

２
日
目
は
分
科
会
に
分
れ
、

「
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
か
ら

知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授

頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
池
田

町
「
議
会
だ
よ
り
」
が
、

住
民
の
皆
様
と
行
政
の
架

け
橋
と
し
て
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
、
今
回
の
研
修

の
成
果
を
編
集
作
業
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

　

広
報
編
集
副
委
員
長

牧
村　

範
康

全
国
議
会
広
報
研
修
に
参
加
し
て

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
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子宮頸がんワクチンに助成を！
おたふく風邪・水ぼうそう・肺炎球菌も検討

野網義一 議員　

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
日
本

で
も
昨
年　

月
よ
り
発
売
さ
れ
た
。

１２

子
宮
頸
が
ん
は
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
事
に
よ
っ
て
８
割
は
防

げ
、
さ
ら
に
、
検
診
と
併
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
予
防
が
で
き
る

が
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
接
種

年
齢
は　

歳
か
ら
可
能
で
、
ワ
ク

１０

チ
ン
接
種
に
助
成
す
る
自
治
体
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
池
田
町
で
も

ぜ
ひ
助
成
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

す
べ
て
を
公
費
で
賄
う
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
一
部
を
助
成
し
て

い
く
形
で
検
討
し
た
い
。
そ
れ
以

外
に
も
全
額
負
担
に
な
っ
て
い
る

水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ
く
風
邪
、

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
の
問
題
も
あ

る
。
医
師
会
と
調
整
し
対
応
し
た

い
。

試
行
期
間
を
一
年
延
長
し
検
討
し
ま
す

自
主
運
行
バ
ス
の
充
実
を

 
町　

長 

　

開
始
当
初
は
月
１
７
７
人
だ
っ

た
が　

月
に
は
２
２
２
人
と
増
え

１２

て
い
る
。
池
田
温
泉
以
外
の
利
用

も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
試
行

期
間
を
一
年
間
延
長
し
、
バ
ス
停

の
位
置
は
早
急
に
直
し
ま
す
。
自

主
運
行
バ
ス
研
究
協
議
会
、
公
共

交
通
会
議
等
を
つ
く
り
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
も
含
め
検
討

し
ま
す
。

２０～３９歳の女性１０万人当たりの
各種がんの発症率推移

う
改
修
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
は
利

用
者
の
便
利
な
所
へ
、
床
は
利
用

者
の
意
向
を
確
認
し
て
対
応
し
ま

す
。

大きな文字でわかりやすい表示を！

　

中
央
公
民
館
の
利
用
が
増
え
会

議
室
が
思
う
よ
う
に
取
れ
な
く
、

日
程
や
会
場
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
る
。
視
聴
覚
室
も　

年
度
１
７

２０

７
回
２
１
０
０
人
、　

年
度
１
月

２１

ま
で
で
３
０
０
０
人
と
大
幅
に
増

加
。
床
の
全
面
張
り
替
え
、
会
議

用
長
テ
ー
ブ
ル
へ
の
変
更
、
照
明

ス
イ
ッ
チ
を
西
出
入
り
口
付
近
に

付
け
替
え
て
多
方
面
に
活
用
で
き

る
よ
う
改
修
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

中
央
公
民
館
に
も
部
屋
数
に
限

り
が
あ
る
の
で
会
議
も
で
き
る
よ

子宮頸がんの罹患率と死亡率
 
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

　
 
改
修
し
多
面
的
利
用
を

　

自
主
運
行
バ
ス
が
昨
年　

月
よ

１０

り
３
月
８
日
ま
で
の
間
に
延
べ
１

１
０
４
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
試

行
期
間
は
残
り
僅
か
だ
が
、
高
齢

化
社
会
の
進
行
で
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
施
策
。
ま
た
、　

年　

月

２２

１０

に
は
名
阪
近
鉄
の
バ
ス
路
線
も
廃

止
に
な
る
。

　

県
内
の
市
町
村
の
ほ
と
ん
ど
が

公
共
交
通
会
議
を
立
ち
上
げ
て
い

る
の
に
池
田
町
は
無
い
。
自
主
運

行
バ
ス
の
充
実
に
向
け
提
言
し
ま

す
。

　
「
バ
ス
停
の
位
置
が
わ
か
ら
な

い
。
目
立
つ
表
示
を
」「
図
書
館
や

公
民
館
が
利
用
で
き
る
曜
日
に
運

行
し
て
ほ
し
い
」「
本
数
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」「
バ
ス
に
ス
テ
ッ
プ
を

付
け
て
ほ
し
い
」「
バ
ス
停
間
が
広

す
ぎ
る
、
小
回
り
の
き
く
路
線

を
」「
バ
ス
停
は
日
よ
け
や
雨
除
け

風
除
け
が
で
き
る
場
所
で
」
等
々

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

Ａ４の用紙にラミネート　ここがバス停
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Ｑ　

退
職
手
当
審
査
会
委
員
に

は
ど
ん
な
人
を
考
え
て
い
る

か
。

Ａ　

弁
護
士
・
大
学
の
教
授
・

県
職
員
Ｏ
Ｂ
。

Ｑ　

月　

時
間
を
超
え
る
残
業

６０

が
あ
る
の
か
。

Ａ　
　

年
度
は
消
防
主
任
や
課

２０
税
時
期
の
税
務
課
職
員
、
会

計
検
査
院
の
検
査
が
該
当
な

ど
７
人
い
た
。
時
間
外
手
当

の
割
り
増
し
支
給
で
は
な
く
、

時
間
外
勤
務
の
代
休
時
間
を

指
定
し
て
休
息
を
と
る
よ
う

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
産
地
化

の
進
捗
は
。

Ａ　
　

年
度
実
証
事
業
と
し
て

２１
本
郷
駅
の
近
く
で
１
５
０
㎡
、

　

本
。
般
若
畑
地
内
で
２
４

４１

０
㎡
、　

本　

月
に
植
え
た
。

８０

１１

　

年
度
は
個
人
で
一
定
基
準

２２以
上
植
え
ら
れ
た
方
に
も
補

助
し
面
積
を
拡
大
し
た
い
。

普
及
セ
ン
タ
ー
・
農
協
等
と

も
連
携
を
と
り
な
が
ら
組
織

化
し
加
工
・
販
売
等
研
究
し

た
い
。

Ｑ　

今
ま
で
地
積
調
査
の
図
面

の
コ
ピ
ー
は
無
料
だ
っ
た
が
。

Ａ　

地
籍
調
査
も
進
ん
で
き
た

の
で
手
数
料
を
決
め
た
い
。

コ
ピ
ー
代
一
枚　

円
、
証
明

１０

書
一
件
２
０
０
円
い
た
だ
く
。

Ｑ　

防
犯
灯
施
設
等
管
理
台
帳

は
で
き
た
の
か
。

Ａ　

順
次
進
め
て
い
る
が
、
プ

レ
ー
ト
表
示
は
遅
れ
て
い
る
。

今
後
、
適
正
管
理
や
コ
ス
ト

削
減
に
生
か
し
た
い
。

Ｑ　

道
の
駅
周
辺
で
の
広
告
看

板
は
せ
っ
か
く
の
景
観
が
台

無
し
に
な
る
、
規
制
の
考
え

は
。

Ａ　

交
通
の
障
害
や
景
観
上
好

ま
し
く
な
い
の
で
規
制
区
域

を
考
え
た
い
。

Ｑ　

池
野　

憩
い
の
森
周
辺
の

開
発
計
画
は
進
ん
で
い
る
か
。

Ａ　

計
画
路
線
を
入
れ
た
の
で

関
係
者
の
同
意
を
得
る
よ
う

努
力
し
た
い
。

Ｑ　

医
療
機
関
の
誘
致
は
ど
う

な
っ
た
。

Ａ　

地
権
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
測
量
し
地
域
を
定
め
た
い
。

医
師
会
と
の
調
整
も
あ
り
、

町
内
に
診
療
科
目
の
な
い
も

の
を
優
先
し
た
い
。

Ｑ　

近
鉄
の
路
線
バ
ス
が　

月
１０

廃
止
さ
れ
る
。
な
ぜ
か
。

Ａ　

利
用
者
が
減
る
中
で
赤
字

分
を
大
垣
が
一
切
負
担
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
一
年
廃
止

が
早
ま
っ
た
。

Ｑ　

池
田
温
泉
本
館
の
洗
面
化

粧
台
を
使
い
易
く
改
善
さ
れ

た
い
、
サ
ウ
ナ
室
を
改
善
で

き
な
い
か
。

Ａ　

現
場
を
確
認
し
出
来
る
だ

け
町
民
の
要
望
に
沿
う
よ
う

に
改
善
し
た
い
。
サ
ウ
ナ
室

の
改
修
は
大
変
難
し
い
。

Ｑ　

ふ
く
し
の
湯
・
家
族
風
呂

の
利
用
状
況
は
。

Ａ　

現
状
は
左
の
よ
う
だ
。

総
務
建
設
産
業
委
員
会

総
務
建
設
産
業
委
員
会

付託案件
条
例
関
係

◎
池
田
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

条
例
関
係
５
件

◎
町
道
の
路
線
廃
止
、
路

線
認
定

予
算
関
係

◎　

年
度
一
般
会
計
及
び

２１特
別
会
計
の
補
正
予
算

◎　

年
度
一
般
会
計
及
び

２２特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
予
算

主
な
審
査
の
内
容

池田温泉本館リニューアル工事

平成８年オープン以来の大改修工事
◎本館（６/１４～６/２１）　休館

★屋根、外壁、天井、壁、床（畳）の
清掃・塗装・貼替（入替）等。

★ＬＥＤ照明。
★トイレのバリアフリー化（洗浄式便器）
★南側に露天風呂新設（６/１４〜７/１２）

◎新館（６/１４～６/１６）  休館

　★空調設備の増強
　★１階２階の吹抜の遮断
◎源泉ポンプ入れ替え（６/１４～６/１６）

ポンプ入替工事（２年前）
長さ９.１mのパイプ３３本の先に水中モーター
が接続されています。

未利用
15.2％

家族風呂
26.2％

ふくしの湯
58.6％

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸 鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
鋸
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Ｑ　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
の
内
容
は
ど
の
様
な
も
の

か
。

Ａ　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
議
会
、

区
長
会
、
学
識
経
験
者
等
公

募
も
含
め　

～　

名
の
委
員

１２

１３

で
の
構
成
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て
、

７
回
か
ら　

回
に
増
や
し
た

１４

が
、
一
人
当
た
り
の
平
均
は

　

・
７
回
だ
が
な
ぜ
少
な
い

１０

の
か
。

Ａ　

母
子
健
康
手
帳
配
布
時
に

も
案
内
し
て
い
る
が
、　

回
１４

健
診
す
る
前
に
出
産
さ
れ
る

方
や
仕
事
の
都
合
な
ど
で
通

院
で
き
な
い
方
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

健
康
診
査
の
受
診
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
。

Ａ　

啓
発
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
が
、
制
度
的
な
問
題
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

Ｑ　

温
知
小
学
校
の
太
陽
光
発

電
事
業
の
内
容
は
。

Ａ　

ほ
ぼ
全
額
交
付
金
で
南
舎

の
西
の
方
の
屋
根
に　

ｋ
Ｗ

２０

の
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
。

Ｑ　

池
田
町
斎
苑
の
利
用
件
数

が
減
少
し
て
、
揖
斐
広
域
斎

場
の
利
用
が
増
加
し
つ
つ
あ

る
。
経
費
面
か
ら
比
較
し
た

場
合
の
今
後
の
考
え
は
。

Ａ　

広
域
斎
場
の
利
用
者
が
増

加
す
れ
ば
負
担
金
は
増
え
る
。

池
田
町
斎
苑
は
件
数
に
関
わ

ら
ず
固
定
経
費
が
必
要
で
あ

る
。
将
来
的
に
は
広
域
斎
場

に
移
行
し
て
い
き
た
い
。
協

議
が
必
要
な
部
分
が
あ
る
の

で
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。

Ｑ　

家
族
葬
な
ど
小
規
模
な
葬

儀
に
は
町
の
斎
苑
の
和
室
等

使
っ
た
ら
？

Ａ　

前
向
き
に
検
討
す
る
。

Ｑ　

宮
地
保
育
園
は
園
児
数
が

少
な
く
混
合
保
育
に
な
る
の

か
、
保
育
士
の
配
置
基
準
は
。

Ａ　

基
準
は
あ
る
が
、
宮
地
保

育
園
に
つ
い
て
は
縦
の
つ
な

が
り
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、

混
合
保
育
を
試
行
的
に
行
っ

て
い
る
。
定
員
に
つ
い
て
は
、

設
定
基
準
が
あ
る
の
で
、
募

集
の
都
度
、
適
正
人
数
と
し

て
い
る
。

Ｑ　

持
ち
寄
り
回
収
に
つ
い
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
の

兼
ね
合
い
は
。

Ａ　

持
ち
寄
り
回
収
を
始
め
た

頃
は
効
果
が
あ
っ
た
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
開
所

し
て
か
ら
は
、
持
ち
寄
り
の

量
が
減
っ
て
き
た
の
で
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
養

基
地
区
の
持
ち
寄
り
回
収
は

廃
止
し
た
。
も
う
一
か
所
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設

計
画
は
あ
る
が
、
２
～
３
年

は
か
か
る
。

Ｑ　

英
語
教
育
の
教
育
課
程
特

例
校
に
指
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
は
。

Ａ　

小
学
校
１
～
２
年
生
の
生

活
科
と
３
～
４
年
生
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
英
語
の

時
間
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ

り
時
間
数
の
確
保
が
で
き
る
。

ま
た
、
池
田
中
学
校
海
外
派

遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
成
果
も
出
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
予
算
を
英
語
教
育
に
充

当
し
た
。

主
な
審
査
の
内
容

民
生
文
教
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

付託案件
条
例
関
係

◎
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

予
算
関
係

◎　

年
度
一
般
会
計
及
び

２１特
別
会
計
補
正
予
算

◎　

年
度
一
般
会
計
及
び

２２特
別
会
計
予
算

店頭のリサイクル品回収風景

利用者増の揖斐広域斎場

町立宮地保育園
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編

集

後

記

議会活動日誌

　

四
年
任
期
の
半
ば
を
経
過
し
議
会
常
任
委

員
会
等
の
活
動
は
、
一
段
と
そ
の
内
容
の
充

実
を
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
議
員
定
数　

人
に
よ
る
議
会
構
成
の
成
果

１２

の
一
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
議
会
広

報
編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
再
任
、
再
々

任
と
ベ
テ
ラ
ン
の
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
よ
り
親
し
め
る
、
よ
り

解
り
易
い
誌
面
づ
く
り
を
進
め
、
皆
様
に
議

会
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
等
お
気
軽
に

お
寄
せ
下
さ
い
。

委
員
長　

森　

嶋　

和　

明

　

副
委
員
長　

牧　

村　

範　

康

委　
　

員　

野　

網　

義　

一

委　
　

員　

窪　

田　

弘　

子

委　
　

員　

竹　

中　

芳　

弘

３日（水） 揖斐広域連合議会
４日（木） 西美濃さくら苑議会
１０日（水） 計画審議会
１３日（土） ジュニア町議会
１９日（金） 月例議員懇談会
２５日（木） 社会福祉協議会理事会
 土地開発公社理事会
２５～２６日 議会広報研修会
２８日（日） 東公民館　文化発表会

２月

４日（日） サクラまつり
６日（火） 各小学校入学式
９日（金） 議会広報編集委員会
１２～１４日 議会広報編集委員会
１４日（水） 議会運営委員会
１５日（木） 議会広報編集委員会
１７～１８日 池田山麓ちょっとアートな春の市
２０日（火） 民生文教・総務建設産業委員会協議会
 月例議員懇談会
２１日（水） 議会広報編集委員会
２４日（土） 池野連坦まつり
２５日（日） 梅谷片山トンネル開通式

４月

ジュニア町議会

ふれ愛の家　竣工式・テープカット

２日（火） 議会運営委員会・国保運営協議会
７日（日） 八幡公民館文化祭・林野火災演習
８日（月） 第１回定例会（第１日）
９日（火） 池田中学校卒業式
１０日（水） 民生文教委員会
１２日（金） 総務建設産業委員会
１４日（日） 宮地公民館祭
１６日（火） 第１回定例会（第２日）
１８日（木） 社会福祉協議会理事会等
１９日（金） ぎふ清流国体池田民泊講演会
２３日（火） 養基組合議会
２５日（木） 各小学校卒業式
２７日（土） ふれ愛の家竣工式
２９日（月） 第１回定例会（第３日）・全員協議会

３月

第６０回池田サクラまつり（大津谷）


